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研究成果の概要（和文）：　本研究は主にいわき市における宗教とコミュニティをテーマに、宗教団体、民俗行
事、市民イベントの調査を重ねてきた。その結果、以下の3つの成果が得られた。
(1)被災者支援が後退していくなかで、宗教団体や宗教者による支援は継続され、そのことが宗教の有する公益
性や公共性を高めていることが判った。(2)いわき市震災モニュメントの悉皆調査を実施し、23カ所のモニュメ
ントを確認し、16カ所については所在地、形状、意味、建設経緯などを整理した。(3)市民の街づくり会議等に
出席するとともにボランティアを行いながら調査を行う「関与型調査」を模索し、学会と公開シンポジウムで、
その成果を問うことができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have investigated religious denominations, religious 
person and disaster recovery events after the Great East Japan Earthquake. The major findings of the
 study are summarized as follows. (1)We understood how religious-based ongoing support in the 
disaster-struck areas impacts on the discussion about public interest of religion. (2)We took a 
inventory survey of earthquake monuments in Iwaki and compiled a list of them. (3)We organized the 
involvement research conducted with citizens and presented the results at a conference of JARS and 
an open symposium given by us.

研究分野： 宗教学
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１．研究開始当初の背景 
東日本大震災から 2 年半たった 2013 年 10

月（本研究申請時）、避難者数は約 28 万 6 千
人で（9/25 復興庁）、福島県は避難者率 4.7％
と被災三県で最も高く、その中でもいわき市
は仮設住宅数 36 地区 3,512 戸（4/1 国土交通
省住宅局）と受入市区町村の中で最多であっ
た。そして今も地震と津波と原発事故に加え、
短期間に人口移動という意味で、いわき市を
はじめ福島県下の地域コミュニティは危機
に直面している。また現地は緊急／応急対策
期から復興対策期へと移行し、この時期特有
の諸問題（ストレス、喪失感、孤立化）が顕
在化している。 
その一方で、被災地では神社の再建、慰

霊・供養行事や民俗行事の再開といった宗教
文化がシンボルとなって地域コミュニティ
の復興に関わり、また宗教者や宗教団体の支
援活動も続けられ、その一部は社会福祉協議
会や市町村などの行政や仮設住宅自治会と
の協働も見られ、公的な領域での宗教の可能
性を強く印象づけている。特に上記の諸問題
の顕在化の中でも精神性（こころ）や社会的
紐帯（つながり）に宗教は大きく関わり、そ
の存在意義が注目されている。 
本研究は震災復興期における社会変動下

のいわき市の宗教団体をほぼ網羅した調査
を行い、近隣市町村から／への人口移動に鑑
み、いわき市周辺、また地域ごとの類型化や
比較を行うために被災三県に適宜調査地を
拡大しつつ、地域コミュニティにおける宗教
の社会的役割や公益性を解明することを目
的とする。 

 
２．研究の目的 
さらに本研究の目的を具体的に述べるな

らば、本研究は、いわき市を中心に被災三県
を調査地とし、東日本大震災発生以降の同地
域の宗教団体や宗教文化と地域コミュニテ
ィとの関わりを検討し、 
(1)儀礼・祭礼・芸能等の宗教文化や宗教団体
は震災によっていかなる影響を被り、宗教文
化を色濃く残した地域コミュニティの復興
の過程でどのように変容しているか、 
(2)宗教者や宗教団体は支援活動をはじめ、ど
のように地域コミュニティ復興に関与して
いるか、 
(3)これら(1)(2)の解明を通して、公共の領域
で宗教の公益性を明確にし、 
(4)また私たち研究者も地域コミュニティ復
興の現場に能動的に関わることにより、宗教
研究の応用性を射程に入れて研究を推進し
ていくものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、以下の 3つの調査研究を経て

目的達成がはかられる。 
(1)いわき市を中心に宗教者・宗教団体の対
応・取り組みについて情報を集積すると共に、
特に地域コミュニティとの関わりについて

継続調査を実施する。 
(2)上記(1)と並行して、公共の領域で際立っ
た／典型的な活動をなす宗教団体の活動や
宗教行事・イベントを調査し、(1)の成果と
あわせて比較・類型化を試みる。 
(3)同時にかかる成果を学会報告、市民向け
シンポジウム、行政関係者へのフィードバッ
クとして公開し、情報交換と次なる調査の更
新を実施する。 
 
４．研究成果 
(1) 宗教とコミュニティに関する調査 
①定点観測 
 本研究は 2011 年夏から継続的に行ってき
た調査（いわき市における宗教とコミュニテ
ィ）に上積みする形で調査を実施した。特に
市内の大國魂神社、グローバル・ミッショ
ン・チャーチ、創価学会には定期的に訪問。
また 3月 11日前後の追弔行事については平、
薄磯、久之浜で行事に参加してきた。 
②被災者サポートに関する調査 
 本研究では宗教団体・宗教者の被災者サポ
ートの実態把握に力を入れてきた。泉グレイ
スチャペルやカトリックいわき教会といっ
たいわき市内の宗教団体の他、2015 年 2月よ
り釜石市の仮設住宅等で被災者への継続的
支援を行っているキリスト教3団体を対象に
聞き取り調査を実施し、15年 7月からは参与
観察を続けている。あわせてカトリック仙台
教区（特に仙台・白河・須賀川・大舟渡）の
教会再建と支援についても調査を開始して
いる。 
③調査地の拡大 
 以上のようにいわき市を中心に開始した
本研究であるが、2016 年度末までに、福島県
須賀川市・白河市・川内村・浪江町、宮城県
仙台市・南三陸町、岩手県釜石市、大船渡市、
山田町、大槌町に調査地を拡大している。 
 
(2)いわき市震災モニュメントの悉皆調査 
 本研究では震災後の宗教とコミュニティ
の関係を問う上で際立った現象の悉皆的に
調査することを目指し、阪神淡路大震災後の
同様の研究を踏まえ、いわき市内約 200 カ寺
に郵送アンケートを実施し、震災モニュメン
トに関する情報を集約した。その結果、23 カ
所のモニュメントの存在を把握し、全調査を
行った（2014 年 9 月、15 年 3 月・7 月）。こ
のうち 16 カ所については所在地、素材・形
状、意味、建設時期、建設主体と協力者、発
案から建設まで、碑文を整理し、小林他
（2015）・君島他編（2015）にまとめた。 
 
(3)市民や行政との連携ならびに情報発信 
 本研究の特徴は震災復興に関わる市民と
連携・協働して研究を進めていく点にある。
2015年3月に仙台で開催された国連防災世界
会議に出席し、同席した被災寺院の見学なら
び聞き取り調査を開始した。2015 年夏からは
いわき市平・小名浜・豊間で震災後地域活動



を展開している市民団体3カ所で街づくり会
議に出席。平における会議には出席を続けて
いる。また 2016 年 5 月には小名浜での市民
開催のイベントにボランティアとして参画
しつつ調査を行う「関与型調査」を開始し、
本方法論の洗練とともに市民イベントの宗
教性について研究を続けている。 
 以上の中間総括として 2016 年 9 月には日
本宗教学会でテーマセッションを組み、また
17 年 3月に公開シンポジウム「東日本大震災
後の新しい生き方とコミュニティ、そして宗
教」を開催した。 
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